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●今号の主な内容
2面 … 今こそ平和について学ぶ機会を／

立川第七中学校体育館の復旧
3面 …  「特別支援教育講演会」開催／ア

ール・ブリュット立川2022
4面 … 立川市の歴史と文化財／学校給食

共同調理場公式インスタグラム開設

立川市・大町市姉妹都市中学生サミット
3年ぶりの対面交流！ 

立川市キャラクターくるりん／大町市キャラクターおおまぴょん

　両市の生徒により構成されたグループごとに、SDGsの

目標や具体的な取組についての理解を深め、両市の課題や

自分たちにできることを話し合いました。その内容はプレ

ゼンテーションソフトを用いて英語で発表しました。

ＳＤＧｓ※1を学習し
英語で発表しよう

※1：国連が掲げる地球規模の課題である「持続可能な
開発目標」のことで、17の目標がある。

※2 ： 江東区にある体験型英語学習施設「TOKYO GLOBAL
GATEWAY」の略称。令和５年１月には同様の体験
学習ができる「TOKYO  GLOBAL  GATEWAY  GREEN  
SPRINGS」がJR立川駅北口のGREEN  SPRINGS内に
オープン。

　TGG※2の外国人講師の指導により、英語での会話や作文

を行いました。苦戦しながらも発表資料の作成を行い、自

分たちの考えを表現することができました。

オールイングリッシュでの意見交換

　両市の生徒が、体験活動等を通してコミュニケーション

を重ね、交流を深めた２日間でした。本サミットを通して

学び、考えたことを、各学校や地域のさまざまな活動で生

かし、広めていくことを期待しています。今後も夢や誇り

をもち、将来にわたってよりよい地域や社会の担い手とな

る児童・生徒の育成を行っていきます。

地域や社会の担い手として

　７月16日㈯・17日㈰、長野県大町市の中学生18人を招き、３年ぶりに対面での「立
川市・大町市姉妹都市中学生サミット」を開催しました。平成３年の大町市との姉妹都
市の締結から、平成27年以降は生徒会を中心とした相互訪問を行い、体験活動の中か
ら両市の魅力や文化の違いについて両市の生徒が話し合い、発表を行っています。
問指導課・内線2497
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。
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問柴崎学習館☎（524）2773

　市が「平和都市宣言」を行ったのは、平成４年３月です。今年は30

周年の節目の年となるため、令和４年７月２日㈯から現在改修中の錦学

習館を除く地域学習館や立川市役所多目的プラザにおいて、「平和都市宣

言30周年パネル巡回展」と「立川市民の戦争」などの講演会を開催し

ました。

　この巡回展示と講演会の開催にあたっては、「立川市地域学習館運営協

議会」や「たちかわ市民交流大学市民推進委員会」のご協力のもと進め

てまいりました。

　パネル巡回展では、立川市内の空襲などを中心に各地域に関係の深い

写真や資料を集め展示を行いました。また、講演会では戦争を体験した

方に戦争の悲惨さや当時の生活の様子を語っていただくなど、あらため

て平和の尊さについて考える機会となりました。

　６月30日㈭未明に発生した立川第七中学校

体育館の火災につきましては、生徒、保護者お

よび地域の皆様に多大なご迷惑やご心配をおか

けし、深くお詫び申し上げます。

復旧方針について
立川第七中学校体育館の火災については、火

元の２階東側倉庫部分が焼けたほか、燃え広が

った火が天井まで達し、熱によって鉄骨部分が

変形するなど、体育館の躯体等の強度にも影響

を及ぼしました。

市では早期の復旧を図り、教育活動および地

域活動等への影響を最小限とするため、全庁的

なプロジェクトである「第七中学校体育館復旧

対策プロジェクト会議」を立ち上げ、建築技術

の専門家からの意見を参考に検討を行いました。

平成30年から「立川市中学生平和

学習派遣事業」として各中学校の代表

生徒９人を広島市へ派遣しています。

この平和学習の目的は、被爆地である

広島市のさまざまな施設や街並みを、

実際に見て、聴いて、感じたことを通

じて平和について考え、そのことを在籍の中学校の生徒や市民の方に広

く発信することにより平和学習の充実を図るものです。

令和２年と令和３年は、新型コロナウイルス感染症の影響により本事

業を中止しましたが、令和４年は８月16日㈫、17日㈬に９人の生徒が広

島市を訪れました。

１日目は、ガイドの方の案内で原爆ドームをはじめとした平和記念公

園内の施設を見学した後、被爆者の遺品や被爆の惨状を示す写真や資料

を展示した平和記念資料館を見学しました。その後、被爆された方から

原爆投下時の状況等の貴重な体験を伺いました。

また、２日目には、被爆建物として校舎の一部が保存されている袋町

小学校平和資料館を見学しました。

参加した生徒からは、「二度と戦争を起こしてはならないと感じまし

た」、 「核兵器について改めて考えるようになりました」、 「平和の大切さ

を語り継いでいくことはとても大事なことだと感じました」などの感想

が寄せられました。

参加した中学生による発表については、令和５年２月５日㈰に開催す

る立川教育フォーラムの中で行うことを予定しています。

立川第七中学校体育館の復旧について

「「「平平平平和和和和都都都都市市市市宣宣宣言言言言言３３３０周周周周年年年パパパパネネネルルルル巡巡巡回回回回展」」」
なななどどどををををを開開開催催催催催しまままましたたたた

「立立立川川川川市市市市中中中学学学生生生生平平平和和和和和学学学習習習習派派派遣遣遣事事事業業業業」」」」ででで
各各各校校校ののの代代代代表表表表のののの中中中学学学学生生生生ををを広広広広広島島島島市市市へへへへ派派派派遣遣遣遣ししししましししたたた

習習習派派派派派遣遣遣遣事事事業業業業」ででで

令和４年度 令和５年度 令和６年度
4月
～
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～
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～
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1月
～
3月
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～
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～
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～
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～
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～
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10月
～
12月
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～
3月

設計（新築／解体）

備品廃棄・運搬等／解体工事

供用開始
（令和６年度２学期）新築工事／備品購入・運搬等

仮設体育館リース設計／工事

建築技術の専門家の意見からは、現体育館を

改修する場合は躯体等の詳細調査の実施が必要

となり、また補強・交換が技術的に難易度の高

い施工のため、建替えよりも工期が長くかかる

ほか、工事制約が多いことや鉄骨鉄筋コンクリ

ート造の柱の改修および屋根部の全面改修等を

考慮すると、コスト面は建替えと同規模または

それ以上となる可能性があることが判明しまし

た。

このことから、プロジェクト会議において次

のとおり復旧方針を決定しました。

■ 復旧方針
　現体育館の速やかな解体・除却を実施し、建

替えによる新体育館を築造します。

■ 復旧スケジュール（予定）
　今後、下図のスケジュール（予定）にて、体育

館の復旧を進めていきます。

出火原因・再発防止策
　立川第七中学校体育館の出火原因については、

立川消防署より連絡があり、体育館２階東側倉

庫の天井裏において、何らかの原因により電気

配線が短絡（ショート）し、出火したものと推定

されるとの説明がありました。

　そのため、小・中学校における再発防止策と

して、漏電の有無を調査する絶縁抵抗測定の緊

急点検を実施しました。

　火災発生を未然に防止する対策に努めていき

ます。

生徒への支援
火災の影響で体育館が使用できないため、ア

リーナ立川立飛の運営を行っている立川ダイス

様からバスケットボール部の練習場所の提供や、

男子プロバスケットボールＢリーグアルバルク

東京様および立川ダイス様からバスケットボー

ルを寄贈していただきました。

立川第七中学校の生徒をご支援いただき、誠

にありがとうございます。

問教育総務課・内線2469
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１６の取組項目と計画的な事業展開

3

　教育委員の令和４年５月から９月までの

活動は下表の通りです。

教育委員の活動を紹介します

活動実績（令和４年５月～９月）

問教育総務課庶務係・内線2465

「特別支援教育講演会」 開催のお知らせ

賞いただきました。

　併設の高松図書館では、期間中アール・ブ

リュット関連本のミニ展示コーナーを設置す

るとともに、リサイクル本の配布も行いまし

た。

　また、９月９日㈮には障がいのある人もな

い人も暮らしやすい立川を考える会制作の映

画「バリアフルライフ」を上映したほか、９

月11日㈰にワークショップ「オリジナルコ

ースターつくり」を開催し、参加した皆さん

が思い思いにデザインしたコースターをつく

りました。

　アール・ブリュット立川実行委員会との共

催で、「アール・ブリュット立川2022～高松

からの風～」を９月６日㈫から９月19日（月・

祝）まで開催しました。

　アール・ブリュットとは正規の美術教育を

受けていない人々が、伝統や社会の潮流に流

されることなく独自の方法により制作した作

品を指します。

　著名な作家だけでなく、地域の福祉作業所

の方々の作品やこれまでに作成したポスター

などを、高松学習館のロビーや廊下階段など

のスペースを使い多数展示し、多くの方に鑑

問高松学習館☎（527）0014～高松からの風～

基本理念

立川市第3次特別支援教育実施計画体系図

基本指針

市では、第３次特別支援教育実施計画に基づき、「１ 早

期連携・早期支援の充実」、「２ 学校における指導体制・

指導内容等の充実」、「３ 学校における特別支援教育の取

組への支援」、「４ 関係機関との連携」、「５ 特別支援教育

の理解啓発」の５つの基本施策のもとで事業を展開してい

ます。

このうち、「５ 特別支援教育の理解啓発」では、発達障

害教育を含む特別支援教育の推進と理解啓発のため、保護

者、関係機関、市民等を対象に特別支援教育をテーマとす

る講演会を開催し、障害に対する正しい知識の普及や理解

の促進に取り組んでおり、今年度は下記のとおり開催します。

2022

テーマ  「障害のある人もない人も共に暮らしやすいまちをつくるために
 ～障害者の社会参加にむけたステップ～」
 ※障害のある子どもの将来をイメージするための講演です。
 ※就労支援につなげるために、今やっておくべきことが見えてきます。

日時  11月21日㈪午前10時～11時30分
会場  女性総合センターホール（アイムホール）
講師  西村 周治氏（社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会・世田谷区立障害者就労支援セ

ンターすきっぷ施設長）
定員  100人（申込順）
申込  電話、または小・中学校等で配布する参加申込書（市ホームページからダウンロー

ドも可）をファクスで教育支援課就学相談係☎（527）6171、Fax（528）6875へ

早期連携・早期支援の充実
基本施策 １

学校における
指導体制・指導内容等の充実

基本施策 2
学校における

特別支援教育の取組への支援

基本施策 3

関係機関との連携
基本施策 4

特別支援教育の理解啓発
基本施策 5

5 月 17 日㈫ 第９ 回教育委員会定例会

5 月 24 日㈫
学校給食共同調理場視察
第10 回教育委員会定例会

6 月 ９ 日㈭
第11 回教育委員会定例会

第１ 回総合教育会議

6 月 15 日㈬ 学校訪問（第一小学校）

6 月 23 日㈭
学校訪問（第六小学校）
第12 回教育委員会定例会

7 月 14 日㈭
学校訪問（西砂小学校）
第13 回教育委員会定例会

7 月 28 日㈭
第14 回教育委員会定例会
立川市立小学校PTA連合会と教
育委員の懇談会

8 月 1 日㈪ 昭島市「アキシマエンシス」視察
8 月 4 日㈭ 第15 回教育委員会定例会
8 月 25 日㈭ 第16 回教育委員会定例会
9 月 5 日㈪ 第17 回教育委員会定例会
9 月 21 日㈬ 第18 回教育委員会定例会

学校訪問（第六小学校）の様子

昭島市「アキシマエンシス」視察の様子

「つながり」を大切にした
特別支援教育の推進

高松学習館のロビーでの展示の様子 ワークショップの様子
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12月10日土
午前10時～
午後3時

幸学習館

かわせみカフェ
　東京学芸大学の学生が企画し、幸学習館
運営協議会が運営する「かわせみカフェ」
を、 「世代間交流」を目的に開催します。
平和をテーマに絵本の読み聞かせや、パネ
ル展示を行います。工作コーナーではまつ
ぼっくりツリーやポップアップカードを作
ります。昔遊びコーナーではけん玉やコマ
で遊びます。お気軽にお立ち寄りください。
直接会場へ。

問幸学習館☎（534）3076 問学校給食課☎（529）3511
昨年度の「かわせみカフェ」の様子

※新型コロナウイルスの感染状況に応じて、開
催時間や内容が変更になることがあります。

い
赤
線
は
甲
州
街
道
で
、
多
摩
川
を
渡
る

と
こ
ろ
は
日
野
の
渡
し
で
、
現
在
の
立
日

橋
の
東
側
付
近
に
な
り
ま
す
。
立
川
側

（
下
）の
堤
防
は
断
続
的
に
な
っ
て
い
る
の

が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
れ
は
霞か

す
み

堤て
い

と
呼

ば
れ
、
洪
水
の
時
に
は
、
計
画
的
に
氾
濫

さ
せ
て
、
下
流
を
守
る
治
水
対
策
を
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

中
嶋
家
は
鈴
木
家
と
と
も
に
江
戸
時
代

柴
崎
村
の
年
番
名
主
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
絵
図
は
明
治
４（
１
８
７
１
）年
ご
ろ

に
多
摩
川
の
治
水
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
嶋
家
当
主
の
次じ

ろ郎

兵べ

え衛
は
、
韮
山
県（
柴
崎
村
は
当
時
韮
山

県
所
属
）の
堤
防
締
役
で
あ
り
、
そ
の
た

め
中
嶋
家
に
遺
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
立
川
市
と
は
直
接
の
か
か
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
中
嶋
家
に
は
多
摩
川
の
支

流
で
あ
る
秋
川
の
絵
図
も
遺
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
同
じ
よ
う
な
多
摩
川
の
絵
図
は
、

世
田
谷
区
の
大
場
代
官
屋
敷
保
存
会
文
書

や
国
立
市
の
西
野
家
文
書
な
ど
で
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
河
川
を
管
轄
し
て

い
た
民
部
省
ら
に
よ
っ
て
絵
図
が
作
ら
れ
、

そ
の
写
し
が
多
摩
川
流
域
の
村
々
に
遺
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
室
が
刊
行
し
て
い
る
『
新

編
立
川
市
史
資
料
編　

地
図
・
絵
図
』
に

は
多
摩
川
だ
け
で
は
な
く
、
秋
川
の
流
域

絵
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
中
の
企

画
展
「
多
摩
川
と
立
川
〜
利
水
と
災
害

〜
」〔
12
月
11
日（
日
）ま
で
。
毎
週
月
曜
日

休
館
〕に
お
い
て
、
源
流
か
ら
河
口
部
ま

で
展
示
し
ま
す（
立
川
市
周
辺
の
み
実
物
、

他
は
パ
ネ
ル
展
示
）。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館（
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
文
化
財
係
）☎（
5
2
5
）0
8
6
0

立
川
市
と
日
野
市
の
境
を
流
れ
る
多
摩

川
は
、
山
梨
県
甲
州
市
笠
取
山
の
中
腹
を

源
流
と
し
、
東
京
都
大
田
区
羽
田
で
東
京

湾
に
注
い
で
い
る
、
全
長
約
１
３
８
㎞
の

一
級
河
川
で
す
。
立
川
市
域
で
は
江
戸
時

代
以
降
、
羽
村
堰
で
取
水
し
て
い
る
玉
川

上
水
の
分
水（
砂
川
分
水
、
柴
崎
分
水
な

ど
）や
九く

かヶ
村む

ら

用
水（
昭
和
用
水
・
立
川
用

水
）を
通
じ
て
、
水
の
恵
み
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

中
嶋
家
文
書
「
多
摩
川
流
域
村
々
絵

図
」
は
、
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
山
々
や

道
、
用
水
路
、
堤
防
、
水
田
や
村
名
を
描

い
た
絵
図
で
す
。
絵
図
は
彩
色
さ
れ
、
大

き
さ
は
幅
78
㎝
、
長
さ
は
27
ｍ
以
上
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
絵
図
は
北
が
下
、
南
が
上

で
描
か
れ
、
川
、
用
水
路
は
水
色
、
道
は

赤
色
、
堤
防
は
黒
色
、
水
田
は
黄
色
、
荒

地
は
灰
色
で
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
太

多摩川流域村々絵図（歴史民俗資料館所蔵）の一部（立川市周辺）

砂川子ども観劇会
人形劇「赤ずきんちゃん」
毎年恒例となった砂川子ども観劇会。今

年は人形劇「赤ずきんちゃん」を公演しま

す。お母さんに頼まれおつかいに行く、赤

ずきんちゃんのかわいい冒険物語です。み

なさん奮ってご参加ください。

出演：人形劇団オフィスやまいも対３歳～
小学校６年生（小学校３年生以下は保護者

同伴）時12月10日㈯午後２時～３時場砂川
学習館定40人（申込順）申11月11日㈮から砂川学習館☎（535）5959へ

市では、令和５年２学期からの新学校給食共同調理場の稼働により、全ての市立小・中学校に

２つの共同調理場から温かくておいしい学校給食を届けることができるようになります。

学校給食共同調理場での毎日の給食の献立や特徴を写真などで紹介

する公式I
インスタグラム

nstagramを開設しました。ぜひご覧いただきフォローをお

願いします！

立川市学校給食共同調理場 公式I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram始めました

焼きそば 節分給食

オムライス ハンバーグ


